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第９回教育委員会定例会議 会議録 

 

１ 日 時  平成２９年９月２０日（水） 

       開会  １３時３０分 

       閉会  １４時２４分 

 

２ 会 場  金沢市庁舎 ２階 ２０１会議室 

 

３ 出席委員（６名） 

 教 育 長 野 口   弘 

 教 育 委 員 田 邊 俊 治 

    〃 早 川 芳 子 

    〃 岡   能 久 

    〃 河 野 俊 寛 

    〃 大 島 淳 光 

 

４ 欠席委員（１名） 

 教 育 委 員 丸 山 章 子 

 

  事務局 教育次長（兼）学校教育部長 山 田 啓 之 

 担当部長（兼）教育総務課長 加 藤 弘 行 

 教育総務課担当課長（兼）課長補佐 中 西 賢 治 

 担当部長（兼）学校職員課長 川 口   勝 

 学校職員課担当課長・管理主事（兼）課長補佐 吉 田 圭 史 

 担当部長（兼）学校指導課長 新 村 裕 二 

 学校指導課担当課長（兼）課長補佐 村 田 昌 人 

 市立工業高校事務局長 堂 岸   豊 

 生涯学習部長 鳥 倉 俊 雄 

 生涯学習課長 藤 木 由 里 

 （兼）家庭教育振興室長 

 図書館総務課長 村 田 英 彦 

 （兼）玉川図書館長 

 （兼）近世史料館長 

 （兼）城北分館長 

 玉川こども図書館副館長 池 田 光 穂 

 教育プラザ総括施設長 高 村 政 博 

 （兼）地域教育センター所長 

 研修相談センター所長 熊 谷 有紀子 

 

５ 案 件 

    報告第２１号 中央地区教育施設再整備検討懇話会の設置について   （教育総務課） 

    報告第２２号 金沢市教育実践セミナーの開催について        （教育総務課） 

    報告第２３号 平成２９年度全国学力・学習状況調査及び県基礎学力調査の結果概要に 

           ついて                       （学校指導課） 

 非  報告第２４号 平成２９年度金沢市教員採用候補者選考試験（金沢市立工業高等学校教 
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           員）の結果について                 （学校職員課） 

    そ の 他 

    （１）平成２９年度 金沢市立小・中学校卒業式日程について 

    （２）金沢市立工業高等学校の活動状況について（平成２９年４月～平成２９年９月） 

    （３）夏季休業中の教職員研修について 

    （４）次回の定例会議の日程について 

 

６ 議事の経過等     以下のとおり 

 野口教育長の開議あいさつに続いて、傍聴希望者４名について協議し、傍聴を許可した。次に、

議事録署名委員として早川委員を指名した。本日の議題について野口教育長が報告第２４号を非

公開とするよう発議し、全会一致で非公開とすることを決定した。 

 審議に入り、報告第２１号、報告第２２号、報告第２３号、その他（１）（２）（３）について

説明・質疑応答が行われ、原案どおり承認した。また、１０月の定例会議の開催日を次のとおり

決定した。最後に報告第２４号について非公開で審議に入り、原案どおり承認し、閉会した。 

 

  ＊ １０月の定例会議の日程：平成２９年１０月２５日（水）１３：３０～ 

 

［案件の説明及び諸報告について］ 

 案件について、別添資料等に基づき事務局より説明・報告し、原案どおり承認された。 

 

［主な質疑・応答の内容について］ 

○ 報告第 21 号 中央地区教育施設再整備検討懇話会の設置について（教育総務課） 

（説明の概要）議案書 2 ページ。中央地区での中学校の新設等に向け、学識者や地域関係者等か

らなる中央地区教育施設再整備検討懇話会を設置する。中央地区での中学校の新設については、

小将町中学校の生徒数、学級数が減少していることや、中央小学校児童が卒業後、複数の中学校

に分かれて進学している状況の解消を図るもので、これまで庁内で検討を行ってきた。 

 現時点では玉川こども図書館の敷地に中央小学校を移設し、現在の中央小学校を中学校校舎と

して活用することが最善であると考えている。今回、新たに懇話会を設け、中央地区の教育施設

の再整備に向け、旧 JT の建物を活用してきた玉川こども図書館での小学校建設と併せた改築を含

め、当該地区の市有地や市有施設の有効活用について、さまざまな立場の方々からご意見を頂き

たいと考えている。併せて、地域や保護者の方々との協議も進めていきたいと考えている。 

 懇話会の委員は、図書館関係を含む学識経験者 4 名、当該地区の町会連合会会長など地域関係

者 4 名、中央小学校、小将町中学校の校長、保護者代表 4 名の計 12 名に委嘱し、10 月 2 日に第 1

回の懇話会を開催することとしている。 

 

田邊委員 

 

 

加藤教育総務課長 

 現在の小学校を中学校にする構想ですが、教室数はきちんと入る見込み

なのですか。 

 

 今年度の小将町中学校の児童数は 220 名余りですが、これからこの案が

皆さま方のご了解の上で具体化されていけば、最終的には現在の中央小学

校に通っている児童が全て新しい中学校に通うことになります。さらに、

明成小学校、馬場小学校に通っている児童も全て、同様に新しい中学校に

通うことになります。その場合、平成 32 年度見込みで、新しい中学校は全

体で 450 名余り、13 学級となり、必要となる教室数を確保できる見通しで

す。 

 

○ 報告第 22 号 金沢市教育実践セミナーの開催について（教育総務課） 
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（説明の概要）議案書 4 ページ。本市は平成 27 年に、学校教育を通したひとづくり、生涯学習を

通したひと・まちづくりを目指し、金沢市教育行政大綱を策定した。今回、学校や各地域等にお

いてさまざまな教育活動等に携わる方々を対象とし、本市が進める教育施策への理解を深めると

ともに、今後の本市教育の振興について考える契機とするため、専門家や職員による全 3 回のセ

ミナーを開催する。 

 全体テーマは「学校教育を通したひとづくり、生涯学習を通したひと・まちづくり」である。

第 1 回は 9 月 26 日（火）14 時から、金沢 21 世紀美術館シアター21 で開催する。テーマは「未来

を担う人材の育成」「教育・学習環境整備の推進」である。内容は記載のとおりである。なお、パ

ティシエの辻口博啓さんに、「夢から現実へ」という演題で講演していただく予定である。今後の

予定としては、第 2 回は 11 月ごろに「特別支援教育の充実」をテーマに、第 3 回は来年 1 月ごろ

に「家庭・地域の教育力の向上」「生涯学習を通じた学びの支援」をテーマに開催する予定である。 

 

早川委員 

 

 

加藤教育総務課長 

 

 

 

 

 

早川委員 

 

 

加藤教育総務課長 

 

大島委員 

 

 

 

加藤教育総務課長 

 セミナーの対象者として「学校や地域等で教育活動等に携わる人」とあ

りますが、具体的にはどのような人を指すのですか。 

 

 地域での教育活動にはさまざまありまして、例えば PTA の方々も家庭教

育の面では大きな意味で教育に携わっている方々であり、教育の原点、子

どもの育成の原点にある方だと思っています。そういった方々の下支えで

学校教育が成り立っているという点では、幅広く分野を問わず地域で教育

に携わっておられる方々にぜひお越しいただきたいと考えています。 

 

 そういう人々にあまねく広報をするには、いろいろな団体があって大変

だと思いますが、情報がうまく伝わるのでしょうか。 

 

 公民館、市 PTA 協議会等を通じて、各種、各方面にご案内しています。 

 

 地域を絡めてということで、PTA においても非常に興味深い内容になっ

てくると思いますが、第 1 回の現状の申し込み状況が分かれば教えてくだ

さい。 

 

 現在、約 90 名の応募を頂いています。 

 

○ 報告第 23 号 平成 29 年度全国学力・学習状況調査及び県基礎学力調査の結果概要について（学

校指導課） 

（説明の概要）議案書 6 ページ。全国学力・学習状況調査は、小学校第 6 学年と中学校第 3 学年

を対象に、昨年度と同様、全数調査として行われた。調査内容は国語、算数・数学の各教科で、

主として「知識」に関する問題 A と、主として「活用」に関する問題 B をそれぞれ実施した。ま

た、児童生徒、学校が回答する「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」も行われた。 

 2 の各教科の平均正答率は、本市の実施分と県及び国の実施分について記載している。国と比

較してみると、小学校、中学校の全ての実施教科において全国を上回っている。小学校では 4～6

ポイント程度、中学校では 5 ポイント程度上回る結果となっている。一方、県と比較してみると、

全教科において同程度であったと捉えている。 

 議案書 7～11 ページに質問紙調査の結果を載せた。児童生徒に対する質問紙調査は、小学校が

92 問、中学校が 94 問で、学校に対する質問紙調査は小学校が 111 問、中学校が 109 問あった。

その結果を抜粋したものが示したものである。数値は質問に対する肯定的な回答の割合で、平成

28 年度に抜粋したものに加え、今年度新設された質問や金沢型学校教育モデルに関する質問を一

部抽出したものを示している。全国と比較して差が 2 ポイント以上あり、良い傾向が見られるも

のには「〇」印を付けている。やや課題と見られるものには「▲」印を記している。 
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 議案書 7 ページで示したように、「学習に対する関心・意欲・態度に関すること」や「学習状況

に関すること」については、全国と比較して肯定的な回答が高い傾向が見られる。特に⑤、⑥の

質問を見ると、肯定的な回答の割合が非常に高く、全国を上回っており、⑦～⑪の質問も合わせ

ると、金沢型学習スタイルを意識した授業に取り組んできた成果として捉えることができると思

っている。しかし、8 ページの⑫、⑬のように、子どもたちが難しいと感じている割合が高く、

改善が必要な点もある。こういった点については、言語活動を重視し、個に応じた指導をしてい

くことが大切であると捉えている。 

 8 ページの下半分は、「基本的生活習慣に関すること」についてである。小学校は全国と同等程

度、中学校は全国と比べて良い状況が見られることが分かる。 

 9 ページの㉑、㉒の設問については、昨年度も示したが、これまでも全国より低めの結果だっ

た。ただ、小中ともに昨年度よりは改善しているところも見えているのではないかと思っている。

「将来の夢や目標を持っている」「自分には、よいところがあると思う」は、とても大切なことだ

と思っているので、道徳の授業でも今後意識して指導していくことが大切だと捉えている。 

 ㉛、㉜は新しい質問である。「外国への興味・関心に関すること」については、全国を上回る結

果が多く見えると思う。金沢市において、長年にわたり英語教育に力を入れて取り組んできた成

果の一つと考えられる。 

 9 ページの下の方から、学校質問紙調査の結果を示している。①～⑫の質問も金沢型学習スタ

イルに関する質問だが、全てにおいて全国を上回っていることが分かる。10 ページの一番下、「小

学校教育と中学校教育の連携に関すること」についても、全ての質問において全国を大幅に上回

っている。これも本市の教育施策の成果として捉えている。今後も金沢型学校教育モデルに基づ

く教育活動がより効果的に行われるよう、学校訪問等を通して指導していきたいと思っている。 

 12 ページは県の基礎学力調査の結果で、小学校第 4 学年、小学校第 6 学年、中学校第 3 学年の

全児童生徒を対象に行われたものである。各教科の平均正答率を県と比較すると、小学校はやや

下回り、中学校は同程度であったと捉えている。既に各学校に結果を詳細に知らせ、実情に即し

た改善策を立てるよう指導している。 

 13 ページは、その二つの学力調査において特別な配慮を行った児童生徒の状況について示して

いる。児童生徒の個々の状況に応じて適切な対応がなされたのではないかと捉えている。 

 本市としては、今年度の学力調査等の結果を受け止め、金沢型学習スタイルのより深い理解に

基づく授業実践がなされるよう、指導・助言を行っていきたいと思っている。 

 

河野委員 

 

 

 

 

 

新村学校指導課長 

 

 

 

 

河野委員 

 

 

 

 

 

新村学校指導課長 

 まず、特別な配慮を行った状況の表（13 ページ）を具体的に付けていた

だいたことに感謝します。上から 5 番目の小学校第 6 学年の対応状況に「書

字読字障害」と書いてあって、配慮を行った理由が書いてありますが、具

体的に何をしたのでしょうか。具体的な対応状況も書いていただきたいと

思います。 

 

 学校から報告があったものを書き記したもので、例えば上から八つ目に

「ディスレクシアのため」とあります。これも同じ学習障害のことで、こ

の場合は拡大文字などを示していますので、そのような形での対応だった

のではないかと思います。 

 

 具体的にそこを修正していただければありがたいと思います。それから、

「書字読字障害」という言い方はあまりなくて、「読み書き障害」という言

い方が通常だと思います。それから、「ディスレクシア」よりも「読み書き

障害」の方が伝わると思いますので、書くとすると「読み書き障害（ディ

スレクシア）」という記載の方がふさわしいと思います。 

 

 学校が書いてきたものをそのまま書いていますが、今後は「読み書き障
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野口教育長 

 

 

河野委員 

 

 

 

新村学校指導課長 

 

野口教育長 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

新村学校指導課長 

 

 

野口教育長 

 

 

 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

 

新村学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

田邊委員 

 

 

 

 

新村学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

害」とするように、学校にもお伝えしていきたいと思います。 

 

 せっかくのいいご助言なので、来年改善できるところがあれば、詳細を

調査いただいて、表記下さればいいと思います。 

 

 もう 1 点、要望です。「拡大文字」というのがありますが、何倍拡大され

たかというのも貴重な情報なので、分かる範囲で記載をお願いしたいと思

います。 

 

 分かりました。 

 

 では次回、よろしくお願いします。 

 

 今の質問に関連しおたずねします。配慮ができていたことは素晴らしい

と思いました。上から三つ目の「遅刻のため」は、急に何か不都合が起こ

る状況になったのだと思います。他はご本人か、保護者か、担任の先生か

ら希望があって、事前に理由が分かっていて、場所も状況も用意している

のだと理解していいですか。 

 

 おっしゃるとおりです。要項にもそのように示されているので、事前に

対応しています。 

 

 学習状況調査の中にも今年度から新たに入った項目が結構ありますし、

答える子どもたちも質問数が多くて大変だったと思いますが、かなりいい

結果だと思います。一方、8 ページの⑫、⑬の書く力をこれからつけてい

かなければならないと改めて思いました。 

 

 今は世界の新興国が学力をすごく伸ばしています。世界的に見れば日本

も安心していられない状況です。その中で特に、教育長からご意見があっ

た「書く」ことについてこれからどういう対策で伸ばしていくのか、〇を

たくさんもらえた分野についてはどうやってさらに伸ばしていくのか、結

果を必ずフィードバックして次の良い結果につなげていかなければなりま

せん。そのあたりの体制は出来上がっているのでしょうか。 

 

 各学校では、5 月の段階で自己採点し、弱点が分かっています。他と比

較してというよりも、例えば 50 ポイントであれば、半分できていないとい

うことなので、その点については既に対応しており、各学校で「学力向上

の取り組み」をつくり、授業ではこういうこと、授業以外ではこういうこ

とができるのではないかという取り組みを考えています。その進捗状況に

ついても、校長会等で確認しています。 

 

 最初に、県や全国と比べた金沢市の数値が示されています。どういうた

ぐいの問題が得意か不得意かという傾向は従来からつかんでいたと思いま

すが、従来と比べてその傾向に変化が見られたのか、以前からの長所・弱

点を引きずっているのかが分かれば教えてください。 

 

 学力調査が始まった当初は、記述問題が非常に苦手でした。条件を付け

て何字以内で書きなさい、理由を書きなさいという B 問題に当たる部分が、

全国と同じく金沢市も弱かったのですが、この部分についてはかなり良く

なってきていると捉えています。反面、知識・理解の部分で、漢字や理科

の基礎問題が少し抜けている面が見えているので、そういったところも油

断せずに取り組んでいきたいと思っています。 
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田邊委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新村学校指導課長 

 傾向は年々追跡できるので、改善された点もあると思いますが、課題と

して引きずっている面もあると思うので、全市的な傾向が少しでも改善す

る方向に行けばいいと思います。 

 それから、全数調査なので全国的には国立・公立は全て参加しています

が、私立は半分ぐらいであり、全数と言いながらも、本当に全部かと言わ

れると確然として言えない面があります。大規模調査なので、一定の傾向

は分かるとはいえ、特に質問紙調査は 100 を超える項目なので、子どもた

ちが十分に吟味しながら答えているのだろうかと考えてしまいますが、結

果を見ると全国的な傾向と本市の傾向に共通する部分があったりもしま

す。 

 新たに導入された「将来、外国へ留学したり、国際的な仕事に就いたり

してみたい」という設問は 3 割ぐらいで、全国的にも弱いですが、全国に

比べると本市がやや上回っています。全国と比べて良い、悪いという着眼

点もあると思いますが、全国的に課題なものもあって、そこはやや良くて

もしっかり取り組まなければならない面もあると思います。 

 注目するところは多々ありますが、先ほどおっしゃった⑫、⑬の「書く」

ことについては、中学校は全国と比べて随分改善していて、小学校は課題

があります。これが経年的に移っていくので、3 年後を見越して取り組ん

でみてどうかというのを追跡的に見る必要があると思います。 

 それから、金沢市の特徴かと思うのですが、㉗の地域の行事に参加して

いる割合は、全国と比べて小学校は高く、中学校は全国並みになっていま

す。小学校から中学校、金沢市と全国など、複眼的な分析に活用できると

思うので、ぜひ多様な視点で分析してほしいと思います。各学校あるいは

本市全体で見ていける素材として格好なデータだと思います。 

 

 おっしゃるとおりだと思います。一つ一つを丁寧に分析することで、よ

り力をつけていけるのではないかと思います。「書く」ことについても、感

想文と説明文の二つが出ていますが、金沢型学習スタイルではノート指導

をしていて、ノートにきちんとまとめる力はついていますが、長文に少し

苦手意識があることが分かっているので、そういったことにスポットを当

てた活動もしていきたいと思います。また参考にしたいと思います。 

 

○ その他（1） 平成 29 年度 金沢市立小・中学校卒業式日程について 

（説明の概要）議案書 16 ページ。今年度の金沢市立小・中学校卒業式の日が決定した。卒業式の

日程の設定に当たっては、中学校は公立高校の入試後、授業日を 2 日間確保することを基本とし

て定めた。また、小学校は中学校卒業式の後、学校数が多いので 2 日間に分けて、その 2 日間連

続で実施することを基本として定めている。この考え方に基づき、今年度は中学校の公立高校の

入試日を 3 月 6、7 日に設定したことから、入試日より 2 日間の授業日を確保し、3 月 10 日（土）

に卒業式を設定した。これに伴い、小学校の卒業式は 3 月 15 日（木）、16 日（金）の午前と午後

に設定した。 

 

 （特になし） 

 

○ その他（2） 金沢市立工業高等学校の活動状況について（平成 29 年 4 月～平成 29 年 9 月） 

（説明の概要）議案書 17 ページ。本校では本年度も引き続き、金沢型工業教育モデルの実践を行

い、将来のものづくりを担う人材育成をより推進するために、各種の事業に取り組んでいる。高

校生ものづくりコンテストは、全国工業高等学校長協会主催で、生徒の技術向上を図ることなど

を目的に毎年夏休みに開催している。17 回目となる今回は、県大会で昨年も優勝した測量部門、

木材加工部門に加え、電子回路組立部門を含む 3 部門で優勝し、北信越大会に出場した。北信越

大会での成績はご覧のとおりで、上位の成績を収めることができた。 
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 資格取得については今月 1 日現在、延べ 374 名が資格を取得している。この資格は難易度にば

らつきがあるので単純な比較はできないが、おおむね昨年並みの成績だと思っている。記載には

ないが、これから難関資格である技能検定 2 級の資格試験が始まる。今年は 12 名の生徒が受験あ

るいは受験予定で、この中から多数の合格者が出ることを期待している。 

 本校の特徴の一つである活発な部活動については、今回は各大会で資料のとおりの成績を上げ

ることができた。特に水球部は、報道等でご承知のとおり、インターハイで 25 年ぶりに優勝した

昨年に引き続き、2 連覇を達成することができた。続く国体では準優勝となり、2 年連続 2 冠はな

らなかったが、決勝戦の模様を本校体育館において生徒全員で実況中継を見ながら応援した。水

球部の活躍は、生徒の誇りと愛校心を高めるとともに、感動と勇気を与えてくれたと思っている。

その他の成績は、ご覧のとおりである。 

 その他の活動では、7 月 19 日に恒例の専光寺海岸での清掃ボランティア活動を行い、217 名の

生徒が参加した。完全に自主参加だが、一昨年は 118 名、昨年は 179 名と参加人数が飛躍的に増

えており、生徒の社会貢献やボランティアへの意識が確実に高まっていると感じている。 

 それから、本校を進路として選んでもらうため、中学校 3 年生を対象とした体験入学を今年度

は 8 月 17、18 日の両日に開催した。51 校から、昨年 8 月に開催したときの 474 名を上回る 551

名の生徒が参加した。こうした催しを通じ、中学生に本校の良さをアピールし、中学校卒業者が

大幅に減る中、生徒の確実な確保につなげていきたいと考えている。 

 国際交流関係については、既に本委員会でも報告しているとおり、10 月 7～11 日、中国・大連

市に金沢市海外教育派遣研修として教員 2 名を派遣し、教育友好交流校である大連市技師学院な

どを視察する予定である。 

 10 月以降の主な活動としては、10 月 14 日に中学 3 年生を対象として部活動の体験入部を実施

するほか、記載のとおりの活動を予定している。 

 

早川委員 

 

 

 

堂岸市工高校事務

局長 

 

 

野口教育長 

 

 

 

堂岸市工高校事務

局長 

 

 

野口教育長 

 

堂岸市工高校事務

局長 

 大学の体験入学では、学生たちが体験する人たちを案内して自分の経験

を話したり、学校のアピールをします。金沢市立工業高等学校でも在校生

が案内役として、さまざまな説明をするのでしょうか。 

 

 機械科など五つの学科に分かれ、それぞれの生徒が製作体験を行います。

その場に在校生が補助として入り、いろいろ教えたりしながら交流してい

ると聞いています。 

 

 次期学習指導要領の中でプログラミング教育が大きく取り上げられてい

ますが、学校側からプログラミング教育を発信するような授業などは行う

のでしょうか。 

 

 今回の報告に漏れていて申し訳ありませんが、プログラミング教育につ

いては小学校 4～6 年生を対象とした教室を、募集人員 10 名で 8 月中に開

催し、参加した児童からは大変好評でした。 

 

 参加人数は。 

 

 10 名です。 

 

 

○ その他（3） 夏季休業中の教職員研修について 

（説明の概要）議案書 18 ページ。夏季休業中に 72 講座を開催し、3,884 人の教職員の参加があ

った。研修の主な内容は、（1）授業力の向上を目的として、新学習指導要領の要点であるアクテ

ィブ・ラーニングの視点から授業改善を理解する研修を行った。（2）今日的な重要課題等への対
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応として、人権や学校組織づくり等に関する研修を行った。（3）特別支援教育では、特別な教育

的支援を必要とする児童生徒への理解に努め、指導方法を習得するため特別教育支援コーディネ

ーター等の実践力の向上を図った。（4）宿泊研修では、今年度採用した初任者、または採用され

て 10 年以上経過している各学校の中核として活躍している職員を対象に、それぞれ求められる知

識と能力取得を図った。 

 今年度の研修の特色は、「2 講座数や受講者数の削減」にあるように、集合型研修については

教職員の業務負担を勘案し、必要不可欠なテーマを精選して開催した。昨年度に比べて講座数は

13 減り、72 講座、受講対象は 788 人（約 17％）減り、3,884 人となった。 

 一方、こちらから要望のある学校に出向き、校内研修や授業づくりなどについて個別に教職員

を支援する個別支援型研修をサポートする指導者の増員、学級経営をフォローアップする講座の

新設などの充実を行うことで、教職員の資質向上を図っている。加えて、研修の開催時期につい

ても、8 月 11～16 日、また 8 月 24 日から夏季休業終了までを除外し、研修の実施時期を集約す

ることで教職員の効率的な業務を図った。 

 

田邊委員 

 

 

熊谷研修相談セン

ター所長 

 

 

田邊委員 

 

 

 

 

 

熊谷研修相談セン

ター所長 

 

 

 

 

田邊委員 

 

熊谷研修相談セン

ター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早川委員 

 

 

 昨年から 13 講座削減されたということですが、研修内容の四つのカテゴ

リのうち、どの領域が削除されたのでしょうか。 

 

 削減された部分は特別支援教育等です。集合型研修について、例えば通

級指導教室等を年 6 回行っていたのを半分にして、その代わりに個別に学

校訪問しながら各学校において先生個々のニーズに応えています。 

 

 若い先生が増えていて、1 年目は法定研修で手厚く初任者研修をされま

すが、2 年目、3 年目は学校の中で指導する形に変わっていきます。先ほど

特別支援は個別支援型と言われましたが、初任者研修に関してもそういう

アプローチの仕方があった方がいいという気がします。2 年目、3 年目の若

手の先生方に対して、研修面ではどのような対応をしているのでしょうか。 

 

 確かに初任者研修については、指導教員も拠点校の先生がついて 1 年間

手厚く行っていますが、2 年目になるとその先生方が常にそばについてい

ない状況もあります。ただ、研修としては、初任者研修から 5 年目までを

スタート 5 と設定し、2 年目も 3 年目も 4 年目も 5 年目も連続して学んで

いくということで、5 年で育てるという視点で行っています。 

 

 スタート 5 のサポートはどのようになっているのでしょうか。 

 

 基本的には集合研修です。初任者について今年度少し改善したのは、小

学校では国語、算数の授業が多いので、今まで夏季研修で行っていたもの

を、1 学期中に学級づくりや国語、算数の研修を行い、初任者がすぐに学

級で生かせるような形にしています。また、小学校には英語科があるので、

4 年目の先生には英語科の研修を入れたりして、5 年で育てる形になってい

ます。 

 それから、講師を含めて 5 年目までの先生に対しては、自主参加の形で

土曜日に匠塾というものを開いています。現場の匠の先生に来ていただい

て、午前中に算数や国語、体育などの授業について学んでおり、非常にニ

ーズが高いです。現場の先生に学ぶことへの関心が非常に高く、すぐ使え

るものだということから、今年度は特別支援教育や ICT 教育についても開

催を広げています。 

 

 ICT はこれから積極的に活用していただきたいと思います。いろいろな

機器が学校にそろっていても ICT 活用を上手に利用できていない現状があ

ります。非常にもったいないので、ぜひ充実させてください。「書く」「読
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熊谷研修相談セン

ター所長 

む」授業だけでなく、体育、美術、英語などいろいろな教科に活用できる

といます。ICT 活用授業の充実をお願いします。 

 教職員研修には入らないと思いますが、心と体のケアも取り入れていた

だければと思います。フレッシュな先生は一生懸命になり過ぎる傾向があ

ります。自分が早くいい先生になりたいと思い過ぎてしまいますね。もう

少し気持ちを豊かに持つ方法など、何らかの形で心や体のケアを取り入れ

ていただけると、先生たちの息抜きにもなると思います。 

 

 先生方はとにかくスキルアップしていきたいと思っているので、自分の

気持ちやストレスを感じるというか、コントロールすることについては、

ご指摘の通り重要な視点であると思いますので検討していきたいと思いま

す。 

 

                                      以  上 

 

     会 議 録 署 名 

               教 育 長     署 名     

               教 育 委 員     署 名     

                                 （早川委員） 
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［非公開議案の審議結果について］ 

○ 報告第 24 号 平成 29 年度金沢市教員採用候補者選考試験（金沢市立工業高等学校教員）の結

果について（学校職員課） 

 

 審議結果についても非公開 

 

                                     以  上 


